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	主題名
	まっすぐな心
	内容項目
	A 正直，誠実

	教材名
	誠実な人 ─ 吉田松陰 ─
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	「自分に正直に生きる」ことの意味について考えさせることで，先人から受け継いできたよさを大切にし，それを実践させるため。

	ねらい
	自分の心に忠実に行動し，誠実で明るい生活をしていこうとする。
【理解，判断力】誠実な人には，うそやごまかしがなく，誠実な言動は人の心を打つということが分かる。

【心情】誠実な人の生き方のすばらしさを感じる。

【実践意欲と態度】誠実な人の生き方と自分の生き方を重ね合わせ，同じような心が自分にもあることが分かり，それを高めていこうとする。

	学習指導過程
	・「誠実な人」という言葉からどんな人をイメージするか話し合う。
・「誠実な人－吉田松陰－」を読み，誠実に生きる意味について考える。
★誠実な人には，うそやごまかしがなく，誠実な言動は人の心を打つということが分かったか。
・誠実な人の生き方と，自分の生き方を重ねて考える。
★誠実な人の生き方と自分の生き方を重ね合わせ，同じような心が自分にもあることが分かり，それを高めていこうとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●社会科
・吉田松陰をはじめとする歴史上の人物について，その生き方や考え方について調べたり話し合ったりする学習を行って，歴史的背景をつかませておく。
●道徳の授業
・「誠実な人―吉田松陰―」を読み，誠実に生きる意味について考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●読書活動
・「誠実に生きた人」の話を探して読み，感想を話し合わせる。
●帰りの会
・誠実な態度で生活している子どもを互いに評価させる活動を，帰りの会などで継続させる。
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